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ラスコー洞窟の全貌を紹介
２万年前の人類に触れる

─五十嵐先生が学術協力をさ
れた「世界遺産 ラスコー展」に
ついて教えていただけますか。

五十嵐　ラスコー洞窟の壁画は、
およそ２万年前の旧石器時代にク
ロマニョン人が描いたと言われる
壁画です。発見されるまで奇跡
的に美しい状態で保存されてい
て、世界中で大変な話題となりま
した。今回の「世界遺産 ラスコ
ー展」は、壁画保護のために研
究者も見学が出来ない洞窟内部
の世界を再現し、洞窟で見つか
った生活道具などを展示したも
のです。フランス政府公認のもと
で制作され、世界各国を巡回し
てきた展覧会に日本独自のコンテ
ンツを加えて紹介しています。

─フランスにあるラスコー洞窟
は、どのようにして発見されたの
でしょうか。

五十嵐　ラスコー洞窟は、フラン
ス南西部のモンティニャックとい
う村の近くの小高い丘の上に入口
があります。１９４０年、近くに
住む４人の少年と遊んでいた犬
が洞窟に落ちたことが、この世
界的発見のきっかけでした。
　発見当初は一般の人々も見学
が出来ていました。特に第二次
世界大戦後は、世界中から多く
の人々が押し寄せました。しかし、
そうした中で徐々に洞窟内の環
境が変わり壁画が劣化してきた
のです。そして１９６３年からは、
洞窟内に入れる日数や人数を制
限して限定的に見学を受け付け
てきましたが、２００１年８月か
らは一切許可されていません。
　それを考えても、今回のラスコ
ー展は旧石器時代の人々の息吹
を感じるとても貴重な機会だと思
います。東京会場、東北会場は
残念ながら終了しましたが、７月
１１日〜９月３日までの夏休み期
間に九州会場で「ラスコー展」が
開催されます。

動物と共に描かれた 
謎の「記号」

─ラスコー洞窟の壁画が描か
れた２万年前の人類は、どのよう
な暮らしをしていたのでしょうか。

五十嵐　野生動物の狩りを中心
とした「狩猟生活」の時代です。
４万２０００年～１万４５００年前
頃のヨーロッパで、そうした狩猟
生活を送っていたのがクロマニョ
ン人です。参考までに、日本列島
の縄文時代が始まるのは古く見
積もって１万６０００年前頃です。

─ラスコー洞窟の壁画には、
何が描かれているのでしょうか。

五十嵐　合計で６００～８５０頭
もの動物が描かれています。そ
の描かれ方は様々で、顔料で輪
郭だけを描いた線描画、色を塗
った彩色画、さらに壁面に道具
で刻んで描いた線刻画、そして
それらを併用した絵もあります。

特別展「世界遺産 ラスコー展」探訪
２万年前のクロマニョン人が描いた
洞窟壁画の息吹に触れる

「世界遺産 ラスコー展」 学術協力
東京藝術大学大学院美術研究科博士リサーチセンター

先史学博士　五十嵐 ジャンヌ 先生 に聞く

　　　　 　 　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

訪
ね
て

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

訪
ね
て

と　き：2017年3月3日
ところ：東京科学機器協会会議室

聞き手：外嶋　友哉　日本科学機器協会　広報委員
　　　　岡田　康弘　　　　 同 　　　　事務局長
　　　　（取材・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

五十嵐 ジャンヌ 先生のプロフィール
1991年　東京藝術大学美術学部　卒業（美術学士）
1995年　大阪大学大学院文学研究科博士前期課程　修了（文学修士）
1996年　フランス、パリ、古人類学研究所
　　　　「第四紀：地質学、古人類学、先史学」高等教育免状（D.E.A.）取得
2003年　フランス国立自然史博物館　博士号取得（先史学博士）
2016 〜　 東京・国立科学博物館、宮城・東北歴史博物館、
2017年　福岡・九州国立博物館特別展「世界遺産 ラスコー展」学術協力者
現在、東京藝術大学大学院美術研究科博士リサーチセンター非常勤講師
他 複数の大学で非常勤講師

特別展「世界遺産 ラスコー展」　http://lascaux2016.jp
2017年7月11日（火）～ 9月3日（日）福岡・九州国立博物館
https://lascaux-fukuoka.jp/

1940年代後半に設置された石段入口と青銅製の扉　
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition 

1942年〜1945年の間に撮影された入口風景
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition

世界遺産ラスコー展 再現壁画展示
最新テクノロジーを駆使して精密に復元したラスコーの
実物大の洞窟壁画を間近に体験でき、迫力満点だ。
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition
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33

ウマ・シカ・ヤギ・トナカイ・バ
イソン、ネコ科の動物のような体
格で真っ直ぐなツノを持つ奇妙な
動物ユニコーンなどです。さらに
ライオンなどの「ネコ科の動物」
も数多く見られます。
　それらの動物は単独像もあれ
ば、群れの時もあり「４頭の大き
な牡ウシ」「疾走するウマの群れ」

「小さなシカの群れ」など様 で々す。
また「体は赤褐色、首から上は黒
い牝ウシ」や「たてがみは黒で体
は黄褐色のウマ」「褐色のバイソ
ン」など色彩も色々です。そのよ
うに動物が見分けられるのも、描
写が非常にすぐれているからです。

─ラスコー洞窟には「ヒト」は
描かれていないのですか。

五十嵐　実は「ヒト」も一体だ
け描かれています。ラスコー洞窟

また、動物の絵だけでなく多くの
「記号」が残されているのです。

─その記号とは、どのようなも
のでしょうか。

五十嵐　ラスコー洞窟には「点状
の記号」「十字形の記号」「四角
形の記号」「矢印のような記号」

「星の形をした記号」など、総計
４００個もの記号が確認されてい

内の、井戸のようにタテ穴になっ
ている場所にある壁画なので「井
戸の場面」という名で呼ばれて
いるのですが、バイソンとヒトが
描かれています。槍が突き刺さっ
て腸がはみ出たバイソンやヒトに
向かって角を突き立てているよう
に見え、そのヒトの下にはトリを
かたどった道具と思われるものが
描かれています。この空間はラス
コー洞窟の入口から奥の方にあ
るのですが、他の空間に比べて
きわめて壁画が少ないのです。
そこになぜそうしたヒトが登場す
る場面が描かれたのか定かでは
ありません。

─クロマニョン人は狩猟生活を
しながら、なぜこうした壁画を
残したのでしょうか。

五十嵐　勘違いされやすいのは、

ます。その中でも特徴的な記号
のひとつに、通称「紋章」と言
われているカラフルな四角形記号
があります。それは赤・黒・紫・
茶色などで四角形が鮮やかに塗
り分けられ、まさに中世の紋章
のようです。
　また洞窟内から発掘された骨
角器などに、壁画に見られる記
号と同じものが刻まれていること
もあります。このように「動物像」

壁画が残された洞窟は生活して
いた場所とは別ということです。
この時代に生活していた場所は
洞窟の中でなく岩陰なのです。ラ
スコー洞窟は、クロマニョン人が
壁画を描くことを目的とした場所
と考えられます。洞窟内は奥へ
進むと天井が低くなり、ひざまず
いて這うようにしないと入れない
場所もあるのですが、そこを通っ
た先に壁画がたくさん描かれてい
ます。
　もちろん電気がない旧石器時
代ですから洞窟内は真っ暗です。
なぜそのような場所にわざわざや
って来て、顔料を用意して、しか
も人が背伸びしても届かないよう
な高い場所に苦労してたくさんの
壁画を描いたのか？なぜ動物を
描いたのか？さらに記号を描いた
のか？多くの解釈がなされていま
すが、どれも確証がありません。

と共に「記号」があるのは、ラス
コー洞窟に限らずクロマニョン人
が残した様 な々洞窟壁画に見られ
ます。

─その記号には、どのような
意味があるのでしょうか。

五十嵐　そこが私の研究テーマ
のひとつであり、世界中の人類の
謎でもあります。「洞窟壁画は、
なぜ描かれたのか？」という、誰
も確固たる答えを持ち合わせて
いない人類の謎です。それを色々
な過去の研究も紐解きながら、
動物像と記号の関連パターンな
どを整理していき、少しでもその
謎に近づけたらと追求して今に至
っています。

クロマニョン人は 
何を描いたのか

─壁画には、どんな動物が描
かれているのでしょうか。
五十嵐　身近な動物がたくさん
描かれています。牡ウシ・牝ウシ・

古代人類の復元を専門とする芸術家が研究上の解釈に基づいて制作した等身大のクロマニョン人。
貝殻のビーズをつけた頭飾りなどのアクセサリー、毛皮の加工など、高度な裁縫技術までもが再現され
ている。　Ⓒ SPL Lascaux international exhibition

洞窟に入ってすぐの「牡牛の広間」には、巨大な牡ウシやシカの群れが迫力満点に描かれている。 Ⓒ SPL Lascaux international exhibition　

洞窟の奥の「身廊」には隠れた線刻が浮かび上がる。２メートルもの大きなウシは刻線で輪郭を描き、次に絵の具を塗ってからもう一度線刻している。
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition　

井戸の場面は、バイソンやヒトが登場する何らかの物語表現が感じられる。 
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition　

巨大で黒い牡ウシは、ウマや四角形記号と重なる。
Ⓒ SPL Lascaux international exhibition
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て、たまたま残っているものが洞
窟の中にあったのだと思いました。
ラスコー展の洞窟壁画を見ていた
だくと分かると思うのですが、も
のすごく絵が上手なのです。いき
なりあの絵が生まれたわけでは
絶対にないのです。それで「洞
窟壁画が美術のはじまりではな
い」と思ったわけです。それなら
この洞窟壁画って何？と次なる疑
問が湧いてきて、その疑問に動
物と一緒に描かれている「記号」
からアプローチしようと考えたわ
けです。

─「記号」の研究は、フラン
スに留学してから本格的に取り
組まれたのでしょうか。

五十嵐　そうです。大阪大学の
先輩にフランスの「古人類学研究
所」の先生を紹介していただきロ
ータリー財団から奨学金をいただ
き、留学しました。その時にフラ
ンス各地やスペインをはじめ洞窟
壁画を色 と々見て、また文献も読
みあさり、壁画の動物像と記号
のパターンのようなものを見つけ
出せないかと試行錯誤する日 と々
なりました。
　そうした中で「点状の記号は、
動物像の体と重なる例が少ない。
これに対して「Ｖ字形や矢印形
の記号は、ほぼ動物像と重なっ
たりつながったりしている箇所に
ばかり見られる」など、少しずつ
発見がありました。
　また「記号は動物像の後でつ
けたされたもの」という先入観が

太古の人類と触れあう
感覚が洞窟壁画の魅力　

─五十嵐先生は、なぜ洞窟壁
画を研究しようと思われたので
すか。幼い頃から興味があった
のでしょうか。

五十嵐　小学生、中学生と野球
やソフトボールをしていた野球少
女でしたから、まったく興味があ
りませんでした。(笑)

─えっ、野球少女！？ちなみに
「ジャンヌ」というお名前は？

五十嵐　日本人の両親がフラン
ス好きだったこともあり、名前は

「ジャンヌ」と。祖母は何のため
らいもなく、フランスに居た父に
代わって出生届けを出したそうで
す。（笑）私は４歳から１８歳まで
石川県金沢市で育ち、野球は子
供の頃に打ち込んだ熱が大人に
なっても冷めず、留学していたフ
ランスでも仲間を見つけては野球
をしていました。

あったのですが、そうとは限らな
いことも分かったのです。
　例えば、ある洞窟に“動物を
刺しているように見える縦線の記
号”があり、それをある学者は「動
物を殺す場面」と解釈していた
のですが、調べると縦線の記号
の方が動物像より先に描かれて
いたことがあったのです。「この
動物のこの部分には、この記号
が見られる」という当時の「文法」
のようなものが少しでも分かれば
と研究を続けていますが、部分
的に傾向が分かっても、全てが
分かるまでの道のりは果てしない
ものです。
　そして、ある法則性を見つけ出
しても、ひとつの洞窟にあてはま
っても、他の洞窟では全然違うと
いうこともあります。逆に数十キ
ロ離れた洞窟壁画に似通った記
号があるという地域ごとの法則が
見られた例もありました。それは
同じ民族か同じグループが描い
たのではないか？という解釈が出
来るわけです。そうしたアプロー
チを積み重ねていくことで、当時
の人の心に迫れると思っています。

展示開催までの道のりと
「学術協力」の仕事

─今回の「ラスコー展」はどの
ように発案されて、どのようなス
テップで実現されたのでしょうか。
　
五十嵐　きっかけは２０１３年に
届いた一通のメールです。シリア
でネアンデルタール人の子供の骨

─とてもユニークなプロフィー
ルですね。野球少女が東京藝術
大学に進まれた理由を教えてい
ただけますか。

五十嵐　もともと歴史(世界史)に
興味があり、その中でも美術の
歴史って面白そうだなぁ、と思っ
ていました。ですが、有名な画
家の個人史などよりも誰が作った
のか分からないようなアノニム（匿
名作家）の美術に興味があった
のです。そうした中で、歴史好き
なことからどんどん深掘りしたく
なって「そもそも美術のはじまり
って何だろう？」と考えるようにな
ったのです。学生当時、最も古
い美術は何かというと「洞窟壁画」
でしたので、そこから研究するよ
うになりました。

─洞窟壁画が他の美術と違う
魅力は、どんなところでしょうか。

五十嵐　洞窟壁画は美術館など
ではなく“その場に行かないと見
られない”というところがすごく
楽しかったのです。
　実物の洞窟壁画を見るようにな
ったのは大阪大学の大学院に進
んでからです。壁画のある洞窟は
交通の便が悪いところが多く、
電車やバスを乗り継ぎ、何キロも
歩いてたどり着きます。ラスコー
洞窟もホテルから２キロ以上歩き
ました。そうして洞窟の中に入る
と、何万年も前の人と同じ空間、
同じ場所に立って、当時の人と触
れあっているような不思議な感覚

を発見された人類学者の赤澤威
先生から「ラスコー展が世界を巡
回するという記事を見たが日本に
は来る予定はないのだろうか？」
といった内容のメールでした。そ
こで国立科学博物館の海部陽介
さんにその旨をお伝えしたところ、
海部さんがフランスのラスコー展
の担当者と連絡を取り、さらに日
本の新聞社とテレビ局をスポンサ
ーに決めて、日本での開催が決
まったのです。
　海部さんは日本でのラスコー展
の監修を務めておられ、リーダー
として開催をまとめられました。
そして日本での開催がほぼ決まっ
た時点で、私に「ラスコー洞窟か
ら発掘された本物の旧石器時代
の美術品を展示したいので協力
してほしい」と依頼されました。

─旧石器時代の美術品を展示
するにあたり、具体的にどのよう
な準備をされたのでしょうか。

五十嵐　昔の研究者仲間などを
たどり、日本で展示をしたい旨を
手紙に書いて送るという地道な
作業です。幸い、ラスコーのコレ
クションは、私が留学した古人類
学研究所がほぼ全部持っていま
した。
　というのも、古人類学研究所
の創設者であるアンリ・ブルイユ
という高名な先史学者が、ラス
コー洞窟の発掘を指導した中心
的な存在なのです。ここを含め
東京での展示は３ヶ所から借り
たのですが、私は主に古人類学

を覚え、何とも言えず魅力的な時
を感じるのです。

─他にもヨーロッパには洞窟
壁画がたくさんあるのでしょうか。

五十嵐　ポルトガルからウラル山
脈まで３００以上の洞窟壁画が発
見されていて、特に集中している
のがフランスとスペインです。ラ
スコー洞窟があるフランス・ドル
ドーニュ県のヴェゼール渓谷一
帯は特に多く、その中でも25ヶ
所の洞窟壁画遺跡が「ヴェゼー
ル渓谷の先史的景観と装飾洞窟
群」として世界遺産に登録されて
います。
　現在フランスでは約25の洞窟
壁画が一般公開されていますが、
見たいと思っても公開されていな
いものもあります。その時は、各
地方の考古局に手紙を出して見
学許可を得なければなりません
が、それを経ていざ現地で見学
が出来ると、何だか私一人だけ
が何万年も前の人と同じ壁の前
に立ち、同じ絵を見ている、と
いう特別な感情も覚えます。

「美術のはじまり」は何か

─研究のきっかけでもあった
「美術のはじまりは何か？」とい
う答えは見えたのでしょうか。

五十嵐　実は洞窟壁画を見るよ
うになると「これは美術のはじま
りではない」と感じてきたのです。
美術のはじまりはもっと昔にあっ

２０年前にマンモスやウマの壁画で有名なマイエン
ヌ・シアンス洞窟にて調査を行った五十嵐先生(右)
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研究所とサン＝ジェルマン＝アン
＝レーの国立考古学博物館にコ
ンタクトをとりました。考古学博
物館は私が選ぶ立場になり、か
なり悩んだ末に色んな動物がモ
チーフになったものを貸し出して
いただきました。
　ですが東京での展示ではよい
が、東北や九州に持っていくの
は許可出来ないという物もあり、
九州会場のために、テレビ局の
文化事業部がボルドーのアキテー
ヌ博物館に貸し出しをお願いしま
した。

─貴重な資産なので、ずいぶ
ん神経を使われたでしょうね。

五十嵐　すごく大変だったのが
“ファシリティレポート”です。こ
れは展示する博物館がいかに安
全な状態かということを細かく記
載する必要がありました。警備
の状態、監視員の人数、防犯シ
ステムの会社や形式、湿度や温
度の管理など、実に細かい指定
項目をフランス語で提出しました。
これには本当に苦労しました。

─「学術協力」と言っても様々
にご苦労があるわけですね。そ
のようなことを経ての日本での展
示ですが、その展示方法にも頭
を悩まされたのでしょうね。

五十嵐　「ラスコー展」は世界を
巡回してきたのですが、日本の
人がより楽しんで見られるように
デザイナーやスタッフと知恵を絞

り合い、アレンジや工夫をしまし
た。例えばラスコー洞窟を再現し
た模型は、海外では骨組みが見
えていましたが、日本ではより雰
囲気のある形に仕上げることが
出来ました。

洞窟壁画の年代測定に
使われる科学的手法

─洞窟壁画がいつ描かれたの
かという年代決定には、様々な
科学機器も使われていると思う
のですが、どのような手法が使
われているのでしょうか。

五十嵐　１９８０年代以後、科
学的手法での年代測定は盛んに
なりました。それまでは洞窟壁画
の絵の様式や、壁画の周辺から
発掘された顔料や石器を分析す
るなど間接的な年代決定法が主
だったのです。
　そこに壁画の彩色に使われた
顔料を直接測定する方法が取り
入れられるようになりました。以
前は測定に必要な量を壁画から
採取するとダメージが大きかった
ので、なかなか出来なかったの
ですが、加速器を用いることで
わずか数ｍｇのサンプルで、顔
料に含まれている放射性炭素の
年代が測定出来るようになりまし
た。この測定法で調査したところ、
従来考えられていた制作年代の
見直しの議論も実際に起こって
います。同じ時期の制作と思わ
れていた２つの洞窟壁画に使わ
れていた顔料の年代が実は違う

時期と分かったのです。

─科学機器の進歩で、制作年
代の見直しが起こったわけですね。

五十嵐　そうです。２０００年代
からは、放射性炭素測定法に加
え、ウラン系列法と呼ばれる年
代測定法も用いられています。壁
画を覆う方解石の形成時に水の
中に含まれていた放射性ウランと、
形成時には含まれていなかった
放射性トリウムが手がかりです。
ウランが水溶性、トリウムが非水
溶性である特性のもとに、両者
の比率を計測して、方解石が形
成された年代を測定することで、
その下にある壁画の年代を推測
するというものです。
　しかしこの方法も、先ほど申し
上げた放射性炭素年代測定法も
万能ではないのです。ウラン・ト
リウム法で調査したインドネシア
の洞窟で、新しい年代に形成さ
れたはずの外側の方解石がうん
と古い年代という計測結果にな
ってしまったことがあります。そ
れは方解石が外界と反応して変
質していたために誤った計測結
果が出たものでした。また放射
性炭素を計測する場合も、試料
が汚染されていたり、バクテリア
など微生物の炭素が混入するこ
とで不正確な計測結果が出てし
まい、議論になったことがありま
す。こうした理化学的なアプロー
チはまだ日が浅いものなので、慎
重にデータを取り扱う必要がある
のです。

アクセサリーを身につけた埋葬人骨(レプリカ) ラスコー洞窟の形状がよくわかる１０分の１模型

自らも心がける「知った
気にならない」大切さ

─五十嵐先生は自身の研究と
並行して教壇にも立たれ、学生
に教える立場でもありますね。
洞窟壁画や、旧石器時代の美術
を教えていくのに、心がけてい
ることを教えていただけますか。

五十嵐　洞窟壁画は世界中で研
究されているものの、本当に未
知の分野なのです。なので学生
たちには、わずかな材料から「知
った気にならないでほしい」と伝
えています。というのは、洞窟壁
画はその一部を切り取って、その
人が組みやすいストーリーで語ら
れている本や研究も多いのです。
例えば、神経生理学という分野
から語られたもので、トランス状
態になった時に人が見るとされる
幻覚―幾何学模様や半人半獣な
ど―それが古代のシャーマンによ
って壁画に描かれたという論があ
ります。しかしシャーマンって何？
ということも明確ではありません
し、シャーマンを研究したもので

はトランス状態になっていたので
はなく、演じていただけだ、とい
うものもあるのです。とかく非西
洋的なものをシャーマンという言
葉で括ってしまう傾向もあります。
実は日本では、このように洞窟壁
画がシャーマニズムの中で語られ
ることが多く、翻訳された本もシ
ャーマニズム論と結びつけたもの
が多いのです。ですがフランスや
イギリスの洞窟壁画の研究家な
どは、それに異論を唱えています。
そうした背景を知らないで、「洞
窟壁画や洞窟壁画の記号＝シャ
ーマニズム」と知った気になるこ
とは非常に危険だということは意
識してもらうようにしています。

─数万年前の未知の分野であ
るだけに、偏った短絡的な解釈
も現れがちになるわけですね。

五十嵐　そうです。ラスコー展を
ご覧頂いて興味を持って頂くのは
非常に嬉しいことですが、ラスコ
ー洞窟のことがどの洞窟壁画にも
あてはまることかというと、それ
もまた全然違うわけです。ラスコ
ー展を見て「洞窟壁画は当時の人

の美術ギャラリーのようなもの」
と感想を持った方もいましたが、
それはラスコー洞窟のほんの一
部だけを見てのことで、あらゆる
洞窟壁画を見て回るとそう言い切
ることは出来ません。本当にいろ
んな洞窟壁画の種類があって、
なぜ？どうして？の連続です。
ひとつの結論で尚早に結論づけ
たり、「知った気にならない」と
いうことは、私が教える学生にと
っても、私自身にとっても、非常
に大切なことだと思います。そう
したことを心がけて、洞窟壁画や
旧石器時代の美術のことをより
深めていければと思っています。

　「世界遺産　ラスコー展」は、
東京・東北での開催は終了しま
したが、７月から９月まで九州・
福岡県太宰府市で開催。２万年
前のクロマニョン人が描いた洞窟
壁画が精密に復元された太古の
傑作が実物大でご覧頂けます。

特別展「世界遺産 ラスコー展」
2017年7月11日（火）～ 9月3日（日）
福岡・九州国立博物館
https://lascaux-fukuoka.jp/


